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中学校教育（モデル校）での社会的孤立・
孤独の予防教育（事業）の実施について

　筑波大学等では、社会技術研究開発センター（RISTEX）が実施する「SDGsの達成に向けた共創
的研究開発プログラム（社会的孤立・孤独の予防と多様な社会的ネットワークの構築）」の採択
を受けて、「社会的孤立の生成プロセス解明と介入法開発：健康な『個立』を目指して」の研究
事業を進めています。

　本市は、この研究事業についてフィールド提供の立場から参画し、この度、この研究事業の一
連として市内にある中学校の生徒へ「ひとりぼっちでも前向きな考え方ができ、いざとなったら
助けを求められる」ことを目標とする教育プログラム（特別授業）を実施します。
（モデル校2校のうち1校は7月に終了）

●目的：社会的に孤立していても心身の不調につながるような孤独感を強めないための認知と、ゆるやか
　　　　な（ほどよい距離感の）対人関係の作り方、ひとりでいることの良さやひとりを楽しめる知恵、
　　　　適切な相談先や地域社会資源の情報に関するスキルの獲得を目指し、社会的孤立・孤独の一次
　　　　予防につなげる。

●実施校及び場所：市立岩間中学校（対象：2学年）（笠間市下郷4997-1）

●講　師：筑波大学医学医療系 災害・地域精神医学 太刀川 弘和先生 ほか

●日時および教育内容　≪本研究で作成した動画の視聴やグループワークなどを行います≫

　・第1回：9月12日（火）「社会的孤立・孤独が生じるメカニズム、ひとりぼっちでいることへの考え方
                     の違いなど社会的孤立・孤独の社会の多様な捉え方を学ぶ。」
　・第2回：9月19日（火）「ゆるやかな対人関係の重要性、そのための作り方を学ぶ。特に思春期は
　　　　　　　　　　 友達関係で危機が起こりやすく、不登校などにつながりやすいため、人との
　　　　　　　　　　 ほどよい距離感と自立のありようを学ぶ。」　　　　　　
　・第3回：9月26日（火）「ひとりでも楽しい過ごし方、ひとりで困ったときの相談、ＳＯＳの出し方を
                     学び『ひとりぼっち』に対するスティグマ低減と『いきる力』の強化を目指す。」
　　

   ※各教育の時間割については、別紙をご確認ください

  たちかわ　   ひろかず



別紙

＜時間割について＞　実施校：岩間中学校

９月１２日（火） ９月１９日（火） ９月２６日（火）

３時間目
（10:25～11:15）

１組 １組 ２組・３組

４時間目
（11:25～12:15）

２組・３組 ２組・３組 １組

＜研究内容について＞


